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矢
久
保
典
良
君
提
出
博
士
学
位
請
求
論
文
審
査
要
旨

論
文
題
目

「
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
中
国
回
教
救
国
協
会
の
生
存
戦
略
と
そ
の
認
識
」

本
研
究
は
、
日
中
戦
争
期
に
お
い
て
中
国
国
内
に
居
住
す
る
イ
ス
ラ
ー

ム
教
徒
（
中
国
ム
ス
リ
ム
）
の
一
体
性
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
結
成
し

た
中
国
回
教
救
国
協
会
と
い
う
団
体
が
戦
時
下
の
国
民
政
府
と
連
携
し
て

戦
争
遂
行
に
協
力
し
た
こ
と
を
彼
ら
の
「
生
存
の
た
め
の
戦
略
」
と
し
て

と
ら
え
、
そ
の
過
程
を
独
自
に
見
出
し
た
貴
重
な
資
料
に
基
づ
い
て
多
様

な
角
度
か
ら
詳
細
か
つ
克
明
に
検
証
し
た
も
の
で
あ
る
。

国
民
政
府
は
戦
争
遂
行
の
た
め
、
宗
教
や
民
族
の
管
理
統
制
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
日
本
の
北
中
国
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
分
離
工
作
に
対
抗

す
る
た
め
に
も
中
国
ム
ス
リ
ム
を
中
華
民
国
の
「
国
民
」
と
し
て
一
体
化

し
、
戦
争
に
動
員
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
中
国
回
教
救
国
協
会
の

ム
ス
リ
ム
指
導
者
た
ち
は
、
一
方
で
は
国
民
党
の
要
人
と
し
て
の
立
場
か

ら
中
国
ム
ス
リ
ム
の
管
理
統
制
を
は
か
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
中
国
ム

ス
リ
ム
の
立
場
か
ら
そ
の
機
会
を
利
用
し
て
彼
ら
の
社
会
的
地
位
の
向
上

を
実
現
し
よ
う
と
し
た
。

本
研
究
で
は
こ
の
よ
う
な
中
国
回
教
救
国
協
会
と
そ
の
指
導
者
た
ち
の

葛
藤
に
つ
い
て
、
宗
教
統
制
、
清
真
寺
管
理
、
教
義
に
お
け
る
戦
争
の
位

置
づ
け
、
孫
文
崇
拝
、
学
校
建
設
、
憲
政
の
要
求
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
場

面
で
示
さ
れ
た
そ
の
あ
り
方
を
追
究
す
る
。
そ
れ
は
、
日
中
戦
争
、
中
国

側
か
ら
い
え
ば
抗
日
戦
争
と
い
う
中
国
近
代
史
に
お
け
る
非
常
事
態
下
に

あ
っ
て
の
国
家
、
宗
教
、
民
族
の
相
互
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ま
で
中
央
政
府
の
政
策
決
定
を
追
う
こ
と
が
主
流
で
あ
っ
た
中

国
近
代
史
研
究
に
対
し
、
中
央
で
は
な
く
周
辺
か
ら
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で

は
な
く
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
視
点
か
ら
そ
の
過
程
を
と
ら
え
直
そ
う
と
し
た

意
欲
あ
ふ
れ
る
研
究
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。

論
文
の
構
成

本
研
究
は
本
論
全
八
章
か
ら
な
り
、
巻
末
に
は
第
六
章
に
関
連
す
る
補

論
を
付
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
研
究
で
使
用
し
た
資
料
に
関
す
る
詳
細
な

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

以
下
、
慣
例
に
従
っ
て
全
体
の
構
成
が
通
観
で
き
る
目
次
を
掲
げ
る
。

序
章

中
国
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
の
日
中
戦
争

―
―
問
題
の
所
在
と
分
析
視
角

は
じ
め
に

一

問
題
意
識
と
問
題
提
起

（
１
）
問
題
意
識
―
―「
不
定
型
」
な
存
在
と
し
て
の
中
国

（
２
）
問
題
提
起
―
―「
周
縁
」
か
ら
の
視
点

（
３
）
中
国
ム
ス
リ
ム
と
は
何
か
―
―
呼
称
と
定
義

二

分
析
の
視
角
と
方
法

（
１
）
中
国
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
の
「
近
代
」

（
２
）
中
国
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
の
日
中
戦
争

（
３
）
日
中
戦
争
と
社
会
・
民
衆
・
宗
教

彙

報

一
三
五
（
四
八
一
）



―
―
日
中
戦
争
史
研
究
へ
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
か
ら
の
視
座

（
４
）
史
料
に
つ
い
て

三

本
稿
の
各
章
の
構
成
と
位
置
付
け

お
わ
り
に

第
一
章

中
国
ム
ス
リ
ム
統
合
の
試
み

―
―
中
国
回
教
救
国
協
会
の
設
立
と
展
開

は
じ
め
に

一

ム
ス
リ
ム
団
体
の
設
立
へ
の
伏
線

（
１
）
日
中
戦
争
以
前
の
ム
ス
リ
ム
と
そ
の
置
か
れ
た
環
境

（
２
）
日
中
戦
争
以
前
の
中
国
イ
ス
ラ
ー
ム
改
革
運
動

二

日
中
戦
争
の
勃
発
と
中
国
回
民
救
国
協
会
の
誕
生

三

中
国
回
教
救
国
協
会
の
設
立
と
そ
の
展
開

（
１
）
中
国
回
教
救
国
協
会
の
設
立
と
変
遷

（
２
）
ム
ス
リ
ム
の
「
統
合
」
へ
の
希
求

―
―
中
国
回
教
救
国
協
会
の
設
立
の
背
景

四

中
国
回
教
救
国
協
会
の
組
織
構
造
と
ム
ス
リ
ム
統
合
へ
の
試
み

（
１
）
中
国
回
教
救
国
協
会
の
組
織
と
構
造

（
２
）
下
部
組
織
の
展
開
―
―
分
会
・
支
会

（
３
）
中
国
回
教
救
国
協
会
の
理
念
と
活
動

お
わ
り
に

第
二
章

中
国
回
教
救
国
協
会
に
と
っ
て
の
抗
戦
と
宗
教

―
―「
救
国
興
教
」
と
い
う
理
念

は
じ
め
に

一
「
抗
戦
建
国
」
論
と
抗
戦
シ
ャ
ヒ
ー
ド
論

二

中
国
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
の
「
近
代
」
と
抗
戦

三

中
国
回
教
救
国
協
会
の
理
念

四

機
関
誌
『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』
に
描
か
れ
た
「
救
国
興
教
」

お
わ
り
に

第
三
章

中
国
回
教
救
国
協
会
と
孫
文
崇
拝

は
じ
め
に

一

国
民
政
府
と
中
国
ム
ス
リ
ム
団
体
に
お
け
る
孫
文
崇
拝

（
１
）
日
中
戦
争
期
の
国
民
政
府
及
び
国
民
党
に
お
け
る
孫
文
崇
拝

（
２
）
中
国
回
教
救
国
協
会
に
お
け
る
孫
文
崇
拝
の
実
施

二

中
国
回
教
救
国
協
会
の
孫
文
崇
拝
に
対
す
る
見
解
・
解
釈

三

中
国
回
教
救
国
協
会
と
政
治
儀
礼

（
１
）
唐
柯
三
の
政
治
儀
礼
に
対
す
る
認
識

（
２
）
白
崇
禧
の
政
治
儀
礼
に
対
す
る
認
識

（
３
）
そ
の
他
の
政
治
信
仰
と
宗
教
信
仰
に
対
す
る
言
説

四

中
国
回
教
救
国
協
会
の
孫
文
儀
礼
容
認
の
背
景

お
わ
り
に

第
四
章

中
国
回
教
救
国
協
会
の
清
真
寺
運
営
論

は
じ
め
に

一

国
民
政
府
に
よ
る
中
国
イ
ス
ラ
ー
ム
へ
の
宗
教
統
制
の
企
図

二

日
中
戦
争
期
の
中
国
回
教
救
国
協
会
と
そ
の
清
真
寺
認
識

（
１
）
日
中
戦
争
期
の
中
国
回
教
救
国
協
会
と
そ
の
組
織

（
２
）
中
国
回
教
救
国
協
会
の
調
査
事
業
と
清
真
寺
認
識

三

中
国
回
教
救
国
協
会
に
よ
る
新
た
な
清
真
寺
運
営
構
想

―
―「
清
真
寺
管
理
�
法
」
制
定
を
め
ぐ
る
動
き

史

学

第
八
六
巻

第
四
号

一
三
六
（
四
八
二
）



四

中
国
回
教
救
国
協
会
の
清
真
寺
運
営
論
と
そ
の
意
味

お
わ
り
に

第
五
章

中
国
回
教
救
国
協
会
の
宗
教
活
動
と
そ
の
特
徴

―
―
重
慶
に
お
け
る
祭
り
を
事
例
に

は
じ
め
に

一

日
中
戦
争
期
の
重
慶
と
ム
ス
リ
ム

二

重
慶
の
ム
ス
リ
ム
団
体
と
清
真
寺

（
１
）
ム
ス
リ
ム
団
体
の
系
譜

（
２
）
中
国
回
教
救
国
協
会
と
清
真
寺

三

重
慶
に
お
け
る
宗
教
活
動

（
１
）
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
け
る
祭
り

（
２
）
断
食
明
け
の
祭
り

（
３
）
犠
牲
祭

お
わ
り
に

第
六
章

中
国
回
教
救
国
協
会
の
教
育
振
興
事
業

―
―
湖
北
省
分
会
に
お
け
る
清
真
小
学
校
創
設
を
事
例
に

は
じ
め
に

一

中
国
回
教
救
国
協
会
に
よ
る
ム
ス
リ
ム
教
育
の
重
視
と
教
育
振
興

事
業
計
画

二

中
国
回
教
救
国
協
会
に
よ
る
清
真
小
学
校
建
設
運
動
の
実
施
と
教

育
部
に
よ
る
支
援

三

湖
北
省
に
よ
る
対
ム
ス
リ
ム
初
等
教
育
事
業
と
清
真
小
学
校
設
立

情
況

（
１
）
湖
北
省
分
会
に
よ
る
老
河
口
の
崇
真
小
学
校

（
２
）
各
県
支
会
の
清
真
小
学
校
の
設
立
情
況
（
房
県
、
均
県
、
松
滋
県
）

お
わ
り
に

第
七
章

中
国
回
教
救
国
協
会
の
戦
後
構
想
１

―
―
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
の
憲
政
論
�
一
九
三
九
―
一
九
四
〇

は
じ
め
に

一

中
国
ム
ス
リ
ム
言
論
界
に
お
け
る
憲
政
議
論
の
隆
盛

二

論
説
「
回
民（
ム
ス
リ
ム
）と
憲
政
」
か
ら
見
る
中
国
ム
ス
リ
ム
の

憲
政
観

三

中
国
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
の
憲
政
論
�
一
九
三
九
―
一
九
四
〇

お
わ
り
に

第
八
章

中
国
回
教
救
国
協
会
の
戦
後
構
想
２

―
―
一
九
四
三
年
以
降
の
言
説
を
事
例
に

は
じ
め
に

一

一
九
四
三
年
以
降
の
憲
政
議
論

二

一
九
四
三
年
以
降
の
中
国
ム
ス
リ
ム
の
憲
政
論

三

戦
後
に
お
け
る
憲
政
の
実
施
に
向
け
た
動
き

―
―
戦
後
の
国
民
大
会
開
催
を
視
野
に

お
わ
り
に

補
論

中
国
回
教
救
国
協
会
の
下
部
組
織

―
―
湖
北
省
分
会
を
事
例
と
し
て

は
じ
め
に

一

日
中
戦
争
初
期
の
湖
北
省
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
団
体
と
そ
の
設
立

過
程

（
１
）
武
漢
に
お
け
る
抗
戦
活
動

彙

報

一
三
七
（
四
八
三
）



（
２
）
湖
北
省
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
団
体
及
び
成
立
過
程

二

老
河
口
に
お
け
る
中
国
回
教
救
国
協
会
湖
北
省
分
会
の
改
組
再
建

と
そ
の
過
程

（
１
）
中
国
回
教
救
国
協
会
湖
北
省
分
会
の
改
組
再
建
と
そ
の
過
程

（
２
）
湖
北
省
分
会
の
活
動

三

湖
北
省
分
会
傘
下
の
下
部
組
織

お
わ
り
に

終
章一

本
稿
の
到
達
点

（
１
）
内
容
の
整
理

（
２
）
結
論

二

今
後
の
課
題
と
展
望

あ
と
が
き

〈
参
考
文
献
一
覧
〉

一

史
料

１

未
公
刊
史
料

２

定
期
刊
行
物

３

新
聞
及
び
公
報
な
ど

４

公
刊
資
料
集

５

新
編
地
方
志
、
文
史
資
料
な
ど

６

補
足
資
料

二

工
具
（
目
録
・
辞
書
類
）

三

著
作
・
論
文

１

日
本
語
文
献
（
５０
音
順
）

２

中
国
語
文
献
（
ピ
ン
イ
ン
順
）

３

英
語
文
献
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
）

〈
附
属
資
料
編
〉

資
料
１
〈
中
国
回
教
救
国
協
会
の
幹
部
組
織
構
造
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
図
（
理

事
・
監
事
）〉

資
料
２
〈
中
国
回
教
救
国
協
会
理
事
名
簿
〉

１
）
中
国
回
教
救
国
協
会
理
事
名
簿

一
九
三
八
年
一
月

２
）
中
国
回
教
救
国
協
会
第
二
届
理
監
事
名
簿

一
九
三
九
年
八
月

３
）
中
国
回
教
救
国
協
会
第
三
届
理
監
事
名
簿

一
九
四
二
年
八
月

参
考
）
中
国
回
教
救
国
協
会
第
三
届
理
監
事
名
簿

資
料
３
〈
会
則
�
中
国
回
教
救
国
協
会
章
程
〉

１
）
会
則
�「
中
国
回
教
救
国
協
会
章
程
」

２
）「
中
国
回
教
救
国
協
会
章
程
」
修
訂
版

３
）「
中
国
回
教
救
国
協
会
章
程
」

資
料
４
〈
中
国
回
教
救
国
協
会
第
二
次
全
体
会
員
代
表
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
〉

参
考
１
�
重
慶
国
民
政
府
と
中
国
回
教
救
国
協
会
の
「
政
教
」
関
係
の
イ

メ
ー
ジ
図

参
考
２
�
協
会
総
会
と
分
支
会
の
関
係

主
要
使
用
定
期
刊
行
物
記
事
一
覧

１
【『
中
国
回
教
救
国
協
会
通
告
』】

２
【『
中
国
回
教
救
国
協
会
第
一
届
全
体
会
員
代
表
大
会
特
刊
』】

３
【『
中
国
回
教
救
国
協
会
会
刊
』】

４
【『
回
民
言
論
半
月
刊
』、『
回
教
論
壇
』】

５
【『
清
真
鐸
報
』】

史

学

第
八
六
巻

第
四
号

一
三
八
（
四
八
四
）



６
【『
月
華
』】

７
【
そ
の
他
定
期
刊
行
物
中
関
連
記
事
】

８
【
関
連
新
聞
記
事
】

関
連
資
料
集
中
主
要
記
事

１
【
中
国
ム
ス
リ
ム
及
び
中
国
回
教
救
国
協
会
関
係
】

２
【
国
民
政
府
関
係
】

論
文
の
要
旨

第
一
章
「
中
国
ム
ス
リ
ム
統
合
の
試
み
―
―
中
国
回
教
救
国
協
会
の
設

立
と
展
開
」
で
は
、
中
国
回
教
救
国
協
会
（
以
下
、《
協
会
》
と
略
称
す

る
）
と
い
う
全
国
規
模
の
団
体
の
設
立
と
展
開
の
意
味
を
中
国
ム
ス
リ
ム

指
導
者
た
ち
の
視
点
を
通
し
て
明
ら
か
に
す
る
。
日
中
戦
争
勃
発
以
前
か

ら
中
国
ム
ス
リ
ム
の
指
導
者
た
ち
は
清
末
以
来
中
国
ム
ス
リ
ム
が
置
か
れ

た
差
別
的
状
況
と
そ
こ
か
ら
生
じ
る
危
機
意
識
を
解
消
す
る
に
は
「
貧

愚
」（
貧
し
く
教
育
の
欠
い
た
状
況
）
か
ら
の
脱
却
と
社
会
的
・
政
治
的

地
位
の
向
上
が
最
低
限
の
目
標
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
た
。
し
か
し
、
中

国
ム
ス
リ
ム
は
な
お
纏
ま
り
を
欠
く
集
団
で
あ
り
、
改
革
を
実
現
す
る
に

は
彼
ら
を
組
織
化
・
統
合
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
日
中
戦
争
は
そ
の
契

機
に
な
っ
た
。
国
民
政
府
に
は
戦
争
遂
行
の
た
め
に
中
国
ム
ス
リ
ム
を

「
国
民
」
と
し
て
取
り
込
む
必
要
が
あ
っ
た
。
中
国
ム
ス
リ
ム
の
指
導
者

た
ち
は
戦
時
と
い
う
時
代
状
況
を
理
解
し
、
国
家
に
よ
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
統
合
化
と
中
国
ム
ス
リ
ム
自
身
に
よ
る
自
己
集
団
の
統
合
化
と
い
う
二

つ
の
次
元
に
よ
る
統
合
化
を
巧
み
に
結
び
つ
け
、
自
己
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
の
生
存
戦
略
と
し
て
《
協
会
》
を
設
立
し
た
、
と
い
う
。

第
二
章
「
中
国
回
教
救
国
協
会
に
と
っ
て
の
抗
戦
と
宗
教
―
―「
救
国

興
教
」
と
い
う
理
念
」
で
は
、
抗
戦
と
い
う
政
治
と
宗
教
と
が
複
雑
に
絡

み
合
う
相
互
関
係
に
注
目
し
、《
協
会
》
が
堅
持
し
た
理
念
と
は
い
か
な

る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
考
察
す
る
。
中
国
ム
ス
リ
ム
に
は
中
東
の
よ
う
な

政
教
一
致
の
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
の
樹
立
は
望
め
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
彼

ら
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
異
教
徒
が
統
治
す
る
国
家
の
枠
組
み
の
中
で

生
き
る
よ
り
ほ
か
な
く
、
日
中
戦
争
期
の
戦
時
と
い
う
状
況
に
お
い
て
は

政
治
体
制
へ
の
譲
歩
を
少
な
か
ら
ず
強
い
ら
れ
た
。
そ
こ
で
《
協
会
》
は

三
民
主
義
や
抗
戦
建
国
論
と
い
っ
た
国
家
の
理
念
を
包
摂
す
る
概
念
と
し

て
「
救
国
興
教
」
を
掲
げ
た
。
そ
れ
は
抗
戦
シ
ャ
ヒ
ー
ド
論
、
す
な
わ
ち

抗
戦
を
ジ
ハ
ー
ド
（
聖
戦
）
に
置
き
か
え
る
こ
と
で
イ
ス
ラ
ー
ム
的
に
正

し
い
行
為
と
す
る
考
え
を
利
用
し
、
抗
戦
を
宗
教
と
結
び
つ
け
て
イ
ス
ラ

ー
ム
に
と
っ
て
も
意
味
あ
る
も
の
と
し
た
、
と
い
う
。

第
三
章
「
中
国
回
教
救
国
協
会
と
孫
文
崇
拝
」
で
は
、《
協
会
》
が
国

民
政
府
の
政
治
儀
礼
と
し
て
の
孫
文
の
遺
影
の
掲
示
や
遺
言
の
詠
誦
、
遺

影
へ
の
敬
礼
な
ど
の
行
為
を
ど
う
扱
っ
た
か
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
国
民

政
府
は
多
く
の
場
所
に
孫
文
の
遺
影
や
遺
言
を
掲
げ
、
各
機
関
に
そ
れ
に

対
す
る
敬
礼
等
の
政
治
儀
礼
を
義
務
づ
け
た
。
こ
れ
は
国
民
政
府
の
訓
政

体
制
、
す
な
わ
ち
�
介
石
に
よ
る
独
裁
強
化
に
適
合
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

装
置
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
孫
文
を
偶
像
と
し
て
崇
拝
す
る
か

の
よ
う
な
印
象
を
与
え
た
。
中
国
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
も
個
人
崇
拝
は
原

則
上
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
《
協
会
》
は
世
俗
的
行
事
に
お
い
て
は

中
華
民
国
の
「
国
民
」
と
し
て
の
行
動
を
し
て
孫
文
へ
の
政
治
儀
礼
の
実

践
を
奨
励
し
、
宗
教
的
行
事
に
お
い
て
は
イ
ス
ラ
ー
ム
を
信
仰
す
る
ム
ス

彙
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リ
ム
と
し
て
の
宗
教
規
範
に
従
っ
て
行
動
す
る
こ
と
を
遵
守
す
る
と
い
っ

た
二
つ
の
立
場
を
使
い
分
け
、
政
治
儀
礼
と
宗
教
規
範
の
は
ざ
ま
で
折
り

合
い
を
つ
け
る
こ
と
を
提
唱
し
て
、
そ
れ
を
生
き
残
る
た
め
の
戦
略
に
し

た
、
と
い
う
。

第
四
章
「
中
国
回
教
救
国
協
会
の
清
真
寺
運
営
論
」
で
は
、《
協
会
》

と
そ
れ
に
近
い
知
識
人
た
ち
に
よ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
寺
院
で
あ
る
清
真
寺
の

運
営
に
対
す
る
認
識
と
管
理
制
度
の
制
定
過
程
を
取
り
上
げ
、
日
中
戦
争

下
に
お
い
て
《
協
会
》
が
ど
の
よ
う
に
清
真
寺
を
管
理
運
営
し
て
い
く
の

を
理
想
と
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
国
民
政
府
は
戦
時

下
に
あ
っ
て
寺
廟
監
督
条
例
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
宗
教
に
対
す
る
管
理

統
制
を
強
め
、
干
渉
は
清
真
寺
の
管
理
運
営
の
面
に
ま
で
及
ん
だ
。《
協

会
》
は
そ
れ
に
対
し
て
国
家
に
よ
る
直
接
的
な
介
入
を
避
け
、
内
政
部
と

交
渉
を
重
ね
た
結
果
、《
協
会
》
に
よ
る
清
真
寺
の
管
理
運
営
を
意
味
す

る
清
真
寺
管
理
�
法
を
制
定
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
れ
は
一
面
で
は

国
民
政
府
の
宗
教
統
制
政
策
に
協
力
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
契
機
に
し
て
中

国
ム
ス
リ
ム
自
身
の
組
織
化
や
内
部
統
合
と
い
う
念
願
の
目
標
を
清
真
寺

の
運
営
改
善
に
よ
っ
て
推
進
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
、
と
い
う
。

第
五
章
「
中
国
回
教
救
国
協
会
の
宗
教
活
動
と
そ
の
特
徴
―
―
重
慶
に

お
け
る
祭
り
を
事
例
に
」
で
は
、
日
中
戦
争
下
の
《
協
会
》
の
宗
教
活
動

の
事
例
と
し
て
総
会
な
ら
び
に
重
慶
市
分
会
に
よ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
二
大

祭
で
あ
る
断
食
明
け
の
祭
り
（
開
斎
節
）
と
犠
牲
祭
（
忠
孝
節
）
を
取
り

上
げ
、
そ
の
内
容
を
分
析
す
る
。《
協
会
》
は
二
大
祭
を
主
催
・
挙
行
す

る
な
ど
の
宗
教
行
事
に
主
導
的
な
立
場
に
あ
り
、
こ
の
立
場
を
利
用
し
て

実
際
の
宗
教
行
事
に
お
い
て
も
抗
戦
と
宗
教
を
結
び
つ
け
、
抗
日
活
動
を

宗
教
活
動
の
中
に
組
み
込
ん
で
い
っ
た
。
開
斎
節
で
は
国
難
に
殉
じ
た
ム

ス
リ
ム
同
胞
へ
の
追
悼
や
抗
戦
勝
利
の
祈
祷
が
含
ま
れ
、
忠
孝
祭
に
お
い

て
は
ク
ル
ア
ー
ン
（
コ
ー
ラ
ン
）
に
伝
承
さ
れ
た
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
の
ア

ッ
ラ
ー
に
対
す
る
、
お
よ
び
イ
ス
マ
イ
ー
ル
の
父
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
に
対

す
る
態
度
に
示
さ
れ
る
犠
牲
の
故
事
に
基
づ
く
ム
ス
リ
ム
の
秩
序
観
を

「
忠
」
や
「
孝
」
と
い
っ
た
中
国
の
伝
統
的
秩
序
観
へ
と
置
き
換
え
て
中

国
ム
ス
リ
ム
た
ち
を
抗
日
愛
国
へ
と
向
か
わ
せ
る
意
識
操
作
を
試
み
た
、

と
い
う
。

第
六
章
「
中
国
回
教
救
国
協
会
の
教
育
振
興
事
業
―
―
湖
北
省
分
会
に

お
け
る
清
真
小
学
校
創
設
を
事
例
に
」
で
は
、《
協
会
》
の
悲
願
の
一
つ

で
あ
っ
た
教
育
振
興
事
業
と
そ
れ
に
対
す
る
国
民
政
府
の
反
応
に
つ
い
て
、

湖
北
省
に
お
け
る
清
真
小
学
校
建
設
運
動
を
事
例
と
し
て
分
析
す
る
。
戦

時
下
に
お
い
て
《
協
会
》
は
と
り
わ
け
中
国
ム
ス
リ
ム
の
初
等
教
育
を
重

視
し
、
各
清
真
寺
内
に
小
学
校
を
附
設
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。
し
か
し
、

困
難
な
時
局
に
あ
っ
て
再
三
資
金
難
に
直
面
し
た
《
協
会
》
は
国
民
政
府

に
資
金
援
助
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
教
育
部
は
彼
ら
の
教
育
振
興
事
業

を
支
持
し
、
各
省
政
府
に
支
援
を
命
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。《
協
会
》
に

と
っ
て
こ
の
こ
と
は
清
末
以
来
の
貧
愚
か
ら
の
脱
却
を
は
か
る
手
段
で
あ

っ
た
教
育
振
興
と
い
う
長
年
の
夢
を
抗
戦
時
期
に
一
定
程
度
実
現
で
き
た

も
の
と
し
て
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
、
と
い
う
。

第
七
章
「
中
国
回
教
救
国
協
会
の
戦
後
構
想
１
―
―
ム
ス
リ
ム
に
と
っ

て
の
憲
政
論
�
一
九
三
九
―
一
九
四
〇
」
と
第
八
章
「
中
国
回
教
救
国
協

会
の
戦
後
構
想
２
―
―
一
九
四
三
年
以
降
の
言
説
を
事
例
に
」
で
は
、

《
協
会
》
が
国
民
政
府
に
協
力
す
る
こ
と
よ
り
日
中
戦
争
に
勝
利
し
た
後

史
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に
獲
得
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
た
憲
政
論
、
す
な
わ
ち
憲
政
の
実
施
に
伴

う
中
国
ム
ス
リ
ム
の
社
会
的
・
政
治
的
な
地
位
の
確
立
を
目
指
す
論
議
に

見
ら
れ
る
認
識
に
つ
い
て
、
最
初
に
憲
政
論
が
盛
り
上
が
り
を
示
し
た
時

期
（
一
九
三
九
―
一
九
四
〇
）
と
近
い
将
来
に
お
い
て
戦
争
の
勝
利
が
予

想
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
（
一
九
四
三
年
以
降
）
の
二
つ
の
時
期
に

分
け
て
取
り
上
げ
る
。
結
果
と
し
て
《
協
会
》
は
日
中
戦
争
後
の
一
九
四

七
年
の
憲
法
施
行
国
民
大
会
に
お
い
て
中
国
ム
ス
リ
ム
が
「
内
地
に
お
け

る
生
活
習
慣
の
特
殊
な
代
表
」
と
い
う
特
殊
議
席
を
獲
得
す
る
こ
と
を
手

助
け
し
た
、
と
い
う
。

な
お
、
補
論
「
中
国
回
教
救
国
協
会
の
下
部
組
織
―
―
湖
北
省
分
会
を

事
例
と
し
て
」
で
は
、
第
一
章
に
関
連
し
て
、
湖
北
省
の
分
会
を
事
例
に

《
協
会
》
に
お
け
る
分
会
の
具
体
的
な
位
置
づ
け
や
総
会
と
の
関
係
に
つ

い
て
補
足
す
る
。

そ
し
て
以
上
の
各
章
で
の
考
察
を
踏
ま
え
た
結
果
、
最
後
に
次
の
よ
う

な
結
論
を
導
く
。
す
な
わ
ち
、
清
末
以
来
劣
悪
な
環
境
に
置
か
れ
た
中
国

ム
ス
リ
ム
を
統
合
す
べ
く
設
け
ら
れ
た
《
協
会
》
は
、
日
中
戦
争
を
契
機

と
し
て
国
民
政
府
の
抗
日
戦
争
に
協
力
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
中
国
ム
ス
リ

ム
の
社
会
的
・
政
治
的
地
位
の
向
上
を
目
指
し
た
。
そ
の
特
徴
は
戦
争
を

宗
教
に
結
び
つ
け
る
こ
と
で
あ
り
、
抗
戦
に
対
す
る
自
己
責
任
を
強
調
す

る
も
の
だ
っ
た
。
国
民
政
府
の
抗
戦
建
国
論
と
イ
ス
ラ
ー
ム
の
抗
戦
シ
ャ

ヒ
ー
ド
論
を
結
び
つ
け
た
「
救
国
興
教
」
と
い
う
理
念
の
提
唱
、
孫
文
崇

拝
に
お
け
る
政
治
儀
礼
と
宗
教
信
仰
と
の
使
い
分
け
、
二
大
祭
り
に
見
る

抗
戦
的
要
素
の
導
入
、
戦
後
構
想
に
お
け
る
政
治
参
加
の
要
求
な
ど
は
そ

の
具
体
的
な
行
動
で
あ
っ
た
。
国
民
政
府
に
し
て
み
れ
ば
、
戦
争
と
い
う

非
常
事
態
に
あ
っ
て
中
国
ム
ス
リ
ム
を
管
理
・
統
制
し
、
一
丸
と
な
っ
て

抗
日
救
国
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
が
主
目
的
で
あ
り
、《
協
会
》
は
そ
の
た

め
の
全
面
的
な
協
力
組
織
と
理
解
し
た
。
し
か
し
、《
協
会
》
に
と
っ
て

そ
の
一
連
の
行
動
は
、
国
民
政
府
の
た
め
と
い
う
よ
り
中
国
ム
ス
リ
ム
の

た
め
の
「
生
存
戦
略
」
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
両
者
の
関
係
は
「
同
床
異

夢
」
と
表
現
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
。

審
査
要
旨

本
研
究
が
高
く
評
価
で
き
る
点
は
以
下
の
諸
点
に
集
約
さ
れ
る
。

本
研
究
は
、
時
空
間
を
日
中
戦
争
期
と
い
う
危
機
の
時
代
に
絞
り
、
中

国
ム
ス
リ
ム
の
政
治
・
社
会
団
体
で
あ
っ
た
《
協
会
》
の
活
動
と
そ
れ
を

指
導
す
る
知
識
人
た
ち
の
認
識
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
を
加
え
た
も
の
で

あ
る
。
日
本
に
お
い
て
直
接
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
研
究
は
こ
れ

ま
で
に
な
く
、
初
め
て
の
本
格
的
実
証
研
究
で
あ
る
と
断
言
で
き
る
。

ま
た
、《
協
会
》
を
中
国
ム
ス
リ
ム
の
「
貧
愚
」
か
ら
の
脱
却
や
社
会

的
・
政
治
的
地
位
の
向
上
を
目
的
と
し
て
国
民
政
府
と
戦
争
協
力
を
は
か

っ
た
中
国
ム
ス
リ
ム
の
た
め
の
団
体
組
織
と
し
て
と
ら
え
る
首
尾
一
貫
し

た
論
調
は
読
む
側
に
と
っ
て
極
め
て
わ
か
り
や
す
く
、
日
中
戦
争
期
の
国

民
政
府
と
中
国
ム
ス
リ
ム
の
具
体
的
な
関
係
が
明
確
に
伝
わ
っ
て
く
る
点

に
も
相
応
の
評
価
が
与
え
ら
れ
る
。

加
え
て
、
そ
の
主
張
を
支
え
る
た
め
に
提
示
さ
れ
た
《
協
会
》
の
諸
行

動
に
対
し
、「
救
国
興
教
」
と
い
う
理
念
の
提
唱
、
孫
文
崇
拝
に
お
け
る

政
治
儀
礼
と
宗
教
信
仰
と
の
使
い
分
け
、
清
真
寺
管
理
�
法
の
制
定
、
二

大
祭
に
見
る
抗
戦
的
要
素
の
導
入
な
ど
の
宗
教
の
政
治
に
対
す
る
折
り
合
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い
の
つ
け
方
、
さ
ら
に
は
清
真
小
学
校
の
設
立
要
求
、
戦
後
構
想
の
中
で

の
憲
政
の
実
施
に
伴
う
政
治
的
地
位
の
獲
得
志
向
な
ど
の
悲
願
達
成
の
あ

り
方
な
ど
の
多
方
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
試
み
ら
れ
て
お
り
、
い
ず
れ

も
極
め
て
具
体
的
で
あ
り
、《
協
会
》
が
理
念
と
実
態
の
中
で
揺
れ
動
く

苦
悩
の
様
子
と
国
民
政
府
と
中
国
ム
ス
リ
ム
、
国
家
と
宗
教
と
の
は
ざ
ま

に
置
か
れ
た
葛
藤
の
特
徴
が
い
き
い
き
と
し
た
筆
致
で
表
わ
さ
れ
て
い
る

の
は
本
研
究
の
真
骨
頂
と
い
え
よ
う
。

周
知
に
よ
う
に
、
歴
史
学
に
お
け
る
主
張
は
史
料
と
い
う
根
拠
を
な
く

し
て
は
成
立
し
得
ず
、
そ
の
裏
づ
け
を
も
っ
て
初
め
て
実
質
が
与
え
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
本
研
究
が
巻
末
の
《
附
属
資
料
編
》
に
示

さ
れ
た
よ
う
な
《
協
会
》
の
原
史
料
た
る
ア
ー
カ
イ
ヴ
や
従
来
あ
ま
り
顧

み
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
中
国
ム
ス
リ
ム
関
係
の
零
細
な
定
期
刊
行
物
を
独

自
に
発
掘
し
、
そ
れ
を
精
力
的
か
つ
丹
念
に
蒐
集
・
読
解
す
る
こ
と
で
自

ら
が
主
張
す
る
論
点
を
実
証
し
た
こ
と
は
、
特
筆
に
値
す
る
。

ま
た
、
中
国
に
お
け
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
集

団
が
、
戦
争
と
い
う
危
機
的
状
況
の
中
で
い
か
な
る
論
理
を
も
っ
て
非
イ

ス
ラ
ー
ム
的
世
俗
体
制
へ
の
協
力
を
正
当
化
し
た
の
か
と
い
う
問
題
に
詳

細
な
検
討
を
加
え
た
こ
と
は
、
近
現
代
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
史
研
究
に
対
し

て
も
重
要
な
貢
献
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

総
じ
て
、
本
研
究
は
こ
れ
ま
で
光
が
あ
ま
り
当
て
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た

《
協
会
》
に
関
す
る
研
究
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
労
作
で
あ
り
、
日
中
戦

争
、
中
国
側
か
ら
い
え
ば
抗
日
戦
争
と
い
う
中
国
近
代
史
に
お
け
る
非
常

事
態
下
に
あ
っ
て
の
国
家
、
宗
教
、
民
族
の
相
互
の
関
係
を
明
ら
か
に
し

た
価
値
あ
る
研
究
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
評
価
で
き
る
点
は
多
々
あ
る
。
と
は
い
え
、
本
研
究
が
提
出
期

限
に
し
ば
ら
れ
た
課
程
博
士
学
位
請
求
論
文
で
あ
る
が
ゆ
え
に
な
お
次
の

よ
う
な
若
干
の
問
題
点
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。

一
《
協
会
》
の
指
導
者
た
ち
は
中
国
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
と
同
時
に
国
民

政
府
の
指
導
者
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、《
協
会
》
と
は
国
民
政

府
が
中
国
ム
ス
リ
ム
を
取
り
込
む
た
め
に
設
け
た
御
用
団
体
で
あ
っ
た
と

み
る
考
え
方
が
一
方
で
あ
り
う
る
。
本
研
究
は
そ
う
い
っ
た
主
張
を
実
証

的
に
退
け
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
よ
り
論
点
を
強
化

す
る
た
め
に
は
《
協
会
》
の
指
導
者
で
あ
っ
た
白
崇
禧
や
唐
柯
三
の
国
民

政
府
内
で
の
位
置
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
同
様
に
日
中

戦
争
期
に
あ
っ
て
国
民
政
府
の
統
制
を
受
け
た
他
の
宗
教
団
体
の
対
応
と

そ
の
性
格
に
つ
い
て
も
今
後
視
野
を
広
げ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

二
《
協
会
》
が
傘
下
に
置
く
中
国
ム
ス
リ
ム
は
国
民
政
府
の
支
配
領
域

に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
他
方
で
日
本
に
よ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
工
作
が
進
め
ら

れ
て
い
た
華
北
の
中
国
ム
ス
リ
ム
指
導
者
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
形
で
「
生

存
戦
略
」
を
展
開
し
た
の
か
、
ま
た
日
中
戦
争
後
の
国
共
内
戦
期
に
彼
ら

は
ど
の
よ
う
に
「
生
存
戦
略
」
の
再
構
築
を
迫
ら
れ
た
の
か
、
な
ど
に
つ

い
て
も
言
及
が
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三

本
研
究
で
は
《
協
会
》
の
指
導
者
た
ち
の
思
惑
に
つ
い
て
は
詳
細
に

触
れ
て
い
る
が
、
彼
ら
に
指
導
さ
れ
る
ム
ス
リ
ム
民
衆
の
顔
が
な
か
な
か

見
え
て
こ
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
聴
き
取
り
な
ど
の
手
法
を
導
入
す

る
な
ど
、
文
献
資
料
の
限
界
を
克
服
す
る
た
め
の
試
み
が
あ
っ
て
も
よ
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
に
本
研
究
に
は
今
後
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
が
あ
る
こ

史
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と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
課
題
の
大
部
分
は
本
研

究
の
終
章
の
「
今
後
の
課
題
と
展
望
」
の
中
で
著
者
自
身
が
自
覚
的
に
指

摘
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
展
開
す
る
研
究
に
お
い
て
逐
一
明
ら
か

に
し
て
い
く
も
の
で
あ
ろ
う
と
信
じ
る
。
と
も
あ
れ
本
研
究
が
現
在
の
段

階
で
提
示
し
た
多
く
の
有
意
義
な
論
点
が
従
来
の
中
国
近
代
史
研
究
に
新

風
を
送
り
込
ん
だ
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
そ
の
点
は
十
分
認
め
ら
れ
て
し

か
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
史
学
専
攻
（
東
洋
史
学
分
野
）
は
こ
れ
ま
で
中
国
史
、
特

に
中
国
近
代
史
と
中
東
イ
ス
ラ
ー
ム
史
の
二
本
の
柱
を
基
軸
に
大
学
院
教

育
を
進
め
て
き
た
が
、
両
方
の
研
究
分
野
を
融
合
す
る
研
究
を
行
う
学
生

は
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
多
い
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
著
者
は
学

部
時
代
か
ら
中
国
ム
ス
リ
ム
の
歴
史
に
関
心
を
持
ち
、
東
洋
史
学
専
攻
の

中
で
両
者
を
横
断
す
る
か
た
ち
で
研
究
会
に
参
加
し
、
大
学
院
で
も
そ
の

姿
勢
を
一
貫
し
て
継
続
し
て
き
た
。
こ
の
た
び
の
博
士
学
位
請
求
論
文
は

い
わ
ば
そ
の
成
果
で
あ
り
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
の
中
で

育
っ
た
学
生
な
ら
で
は
の
所
産
と
し
て
価
値
あ
る
も
の
と
い
え
る
。

総
じ
て
、
本
研
究
は
新
時
代
の
日
本
の
中
国
近
代
史
研
究
を
背
負
っ
て

立
つ
有
望
な
若
手
研
究
者
の
一
人
が
生
み
出
し
た
魅
力
溢
れ
る
研
究
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
審
査
委
員
一
同
は
本
研
究
が
博
士
（
史
学
）
の
学
位
を
授

与
す
る
に
相
応
し
い
も
の
と
判
断
す
る
。

な
お
、
以
上
の
審
査
報
告
に
は
、
昨
年
度
ま
で
指
導
教
授
で
あ
っ
た
山

本
英
史
を
は
じ
め
と
し
た
三
名
の
副
査
に
よ
る
専
門
的
立
場
か
ら
の
所
見

も
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
く
。

論
文
審
査
担
当
者

主
査

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授

長
谷
部
史
彦

副
査

慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授

博
士（
文
学
）

山
本

英
史

副
査

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授

博
士（
文
学
）

関
根

謙

副
査

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授

博
士（
学
術
）

岩
間
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